
企業における今後の能力開発の見込み

33

○正社員に対する今後３年間の能力開発の見込みについて、36.2％の企業が
OFF-JT、27.8％の企業が自己啓発に支出する費用を増加予定と回答。

○正社員以外に対する今後３年間の能力開発の見込みについて、18.4％の企業
がOFF-JT、14.6％の企業が自己啓発に支出する費用を増加予定と回答。

（出典）厚生労働省「能力開発基本調査」（令和４年度）



企業が労働者に求める能力・スキル

34

○企業の発展にとって最も重要と考える労働者の能力・スキル（管理職を除く
正社員）について、50歳以上では、「マネジメント能力・リーダーシップ」
（54.7%）、「チームワーク、協調性・周囲との協働力」（40.3%） の順
となっている。

（出典）厚生労働省「能力開発基本調査」（令和４年度）



企業における教育訓練休暇制度等の導入状況

35

○企業における教育訓練休暇制度の導入状況について、「導入している」は
7.4％、「導入していないが、導入を予定している」は10.0％。

○企業における教育訓練短時間勤務制度の導入状況についても、「導入してい
る」は6.3％、「導入していないが、導入を予定している」は11.0％に留
まった。

（出典）厚生労働省「能力開発基本調査」（令和４年度）



65歳以上の者の暮らし向き

36

○暮らし向きについて、65～74歳の３割強、75歳以上の３割弱が「多少心配」
又は「非常に心配」と回答。



高齢者世帯の所得階層別分布

37

○高齢者世帯の所得階層別分布をみると、１世帯当たり平均所得金額・中央値
共に、全世帯と比べて低く、200～250万円の層が最も多い。
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（注）高齢者世帯とは、65歳以上の者のみで構成するか、又はこれに18歳未満の未婚の者が加わった世帯をいう。

総数：（１世帯当たり平均所得金額）564.3万円、（中央値）440万円
高齢者世帯：（１世帯当たり平均所得金額）332.9万円、（中央値）271万円



高齢者世帯における所得格差

38

○高齢者世帯のジニ係数（再分配後）は0.3781と、それ以外の世帯と比べて
高い。

（出典）厚生労働省「所得再分配調査」（2021年）



高齢者世帯の貯蓄の状況

39

○高齢者世帯の４割弱は1,000万円以上の貯蓄を有している。
○他方、貯蓄がない世帯も約１割存在する。

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」
（備考）高齢者世帯とは、65歳以上の者のみで構成するか、又はこれに18歳未満の未婚の者が加わった世帯をいう。



世帯主が65歳以上の世帯の相対的貧困の状況

40

○世帯主が65歳以上の世帯の相対的貧困率は、所得面からみた場合と所得・
資産の両面からみた場合のいずれにおいても、総世帯と比べて高い。

○特に、単身世帯に限れば、所得面からみた場合で29.9%、所得・資産
の両面からみた場合で9.8%と、顕著に高くなっている。

（出典）総務省「全国家計構造調査」（2019年）



高齢者世帯の生活保護受給状況

41

○被保護世帯数に占める高齢者世帯の割合は55.2%であり、そのうちの過半数
（51.0％）を単身世帯が占めている。

（出典）厚生労働省「被保護者調査」（令和５年11月分概数）



年金の繰上げ・繰下げ受給の状況

42

○65歳以上の者のうち、年金の繰下げ受給をした者は全体の２％にとどまり、
９割弱が繰上げ受給も繰下げ受給もしていない。

○繰上げ受給も繰下げ受給もしなかった者について、その理由を問うたとこ
ろ、40.5％が「65歳から受給するのが通常だと思っていたため」、6.3％
が「繰り下げ受給という制度を知らなかったため」と回答。

（出典）厚生労働省「年金制度基礎調査」（令和４年）
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金融教育の経験

43

○学校等で金融教育を受けた経験があると回答した割合は、年齢層が高くな
るほど低く、60～79歳では5.4％に留まる。

（出典）金融広報中央委員会「金融リテラシー調査」（2022年）



健康寿命と平均寿命の推移

44

○この20年間で、健康寿命と平均寿命は男女共に約３歳延伸。



平均寿命の推移と将来推計

45

○我が国の平均寿命は、令和４年現在、男性81.05年、女性87.09年。
○今後は男女とも平均寿命は延びて、令和52（2070）年には、男性85.89年、

女性91.94年となる見込み。



46

世界の65歳の疾病状況と同等となる各国の年齢

（出所）令和５年経済財政諮問会議（第14回）資料８より引用

○疾病状況で評価すると、世界の65歳と同等となる日本の年齢は76歳となり、
世界第１位。



65歳以上の運動習慣者の割合

47

○65歳以上の運動習慣のある者の割合（令和元年）は、男女共に、それ以下の
年齢層と比べて高くなっており、特に75歳以上では４割前後と高い。



高齢者の新体力テストの合計点

48

○65～69歳、70～74歳、75～79歳の男女の新体力テスト（握力、上体
起こし、長座体前屈、開眼片足立ち、10m障害物歩行、6分間歩行）の合計点
は、上昇傾向。
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資料：スポーツ庁「体力・運動能力調査」
（注１）図は、３点移動平均法を用いて平滑化してある。
（注２）合計点は、新体力テスト実施要項の「項目別得点表」による。得点基準は、男女により異なる。
（注３）令和２年度は新型コロナウイルス感染症のため実施時期や標本数等が異なる。



主な死因別死亡率の推移（65歳以上の者）

49

○65歳以上の者の死因別の死亡率（令和４年の65歳以上人口10万人当たりの
死亡数）を見ると、「悪性新生物（がん）」が最も高く、次いで、「心疾患

（高血圧性を除く）」「老衰」の順になっている。



年齢階級別の認知症有病率

50

○75歳以上になると有病率が顕著に上昇し、90歳以上では６割超となる。
○特に、女性の有病率が高くなる傾向がある。

（出典）第１回に認知症と向き合う「幸齢社会」実現会議参考資料より引用
（備考）一万人コホート年齢階級別の認知症有病率。



認知症患者数の将来推計

51

○今後、高齢化の進行とともに認知症の人は増加が見込まれる。

（出典）第１回に認知症と向き合う「幸齢社会」実現会議参考資料より引用



65歳以上の要介護度別認定者数の推移

52

○65歳以上の要介護者等数は年々増加。



要介護者等からみた主な介護者の続柄

53

○要介護者等からみた主な介護者の続柄をみると、「同居している人」が45.9%
であり、内訳をみると「配偶者」が最多で22.9%となっている。

○一方、「事業者」も15.7%にのぼり、前回（2019年）調査と比べて増加して
いる。

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」



介護施設等の定員数（病床数）の推移

54

○介護施設等の定員数は増加傾向であり、特に近年は有料老人ホームの定員が
増加している。



介護職員数の推移

55

○要介護（要支援）認定者数の増加に伴い、介護に従事する職員数は増加。



介護職員数の必要数の将来推計

56

（出典）厚生労働省「第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」

○介護に従事する職員の必要数は、2025年度には約32万人、2040年度には
約69万人増加する見込み。



介護分野の有効求人倍率

57

○介護分野の有効求人倍率は全体に比べ高い水準が続いている。



同居している主な介護者の介護時間

58

○「同居の主な介護者」の介護時間について、「要介護者等」の要介護度別にみる
と、「要支援１」から「要介護２」までは「必要なときに手をかす程度」が多く
なっているが、「要介護３」以上では「ほとんど終日」が最も多くなっている。

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」



家族の介護・看護を理由とする離職者等数の推移

59

○介護離職者数は、年間１０万人程度で推移。
○家族の介護をしながら就業する者は増加傾向。

（出典）総務省「就業構造基本調査」
※第１回に認知症と向き合う「幸齢社会」実現会議参考資料より引用



介護離職をした理由

60

○「勤務先の両立支援制度の問題や介護休業等を取得しづらい雰囲気等が
あった」が最多。

（出典）「令和３年度 仕事と介護の両立等に関する実態把握のための調査研究事業報告書」労働者アンケート調査結果
（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社、厚生労働省委託調査）



介護による経済損失の推計（2030年）

61

○2030年における介護による経済損失は９兆1,792億円と試算。

（出典）第13回産業構造審議会経済産業政策新機軸部会資料３より引用



「通いの場」の展開状況①

○97.6％の市町村が「介護予防に資する住民主体の通いの場」を有する。
○箇所数も、令和２年度以降増加。活動内容別では、「体操（運動）」が最多。

「趣味活動」「茶話会」が続く。

62（出典）厚生労働省「介護予防・日常生活支援総合事業等 （地域支援事業）の実施状況（令和４年度実施分）に関する調査結果」



「通いの場」の展開状況②

○運営主体別では、「住民団
体」が70.5%で最多。

○活動場所別では、「公民館・
自治会館・集会所」が
83.1％で最多。

○開催頻度別では、「週１回以
上」が38.9％で最多。「月
１回以上２回未満」が
31.7％、「月２回以上４回
未満」が23.7％で続く。

63（出典）厚生労働省「介護予防・日常生活支援総合事業等 （地域支援事業）の実施状況（令和４年度実施分）に関する調査結果」



「通いの場」への参加状況

64（出典）厚生労働省「介護予防・日常生活支援総合事業等 （地域支援事業）の実施状況（令和４年度実施分）に関する調査結果」

○令和４年度には、65歳以上の
6.2％が通いの場に参加した。

○そのうち、主な運営主体が住民
（住民個人または住民団体）の通
いの場には、65歳以上の5.5％が
参加した。
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